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織後の一時髄経て後の我力興轡ナ礁騨度
は・小家族制度・特に鯵族の形態を堆輪理的・、かつ

理想的なものであるか璽ごと≦恥やれ∫き∫沁る♀，この

ような考え方が一般化して来た理由の一つとして、社会

的、経済的な貧困や、消費生活中心主義、個蚕主義の徹

底などがあげられるのであるが、炎婦を中心とした生活

の安定を願う意識も大きな理由となうズいうの、ではなか

ろうか。

睾力町締距テ縮撫増加の傾向を示し
ており澱解郷子衛生統訥醸れば耳’・第戯の姐

昭和30年を境に第1子の出糞割合が第2、3子をこえ昭

和41年に至っては、総出生数の1／2強が第1子とならて

いる。人口携成の上からも第1図21の如く幼少年令層の

少な唖型の分布となって来ているご1とは鷹糟躰

を考える上雪も重大な禦であると．いえ夢う。

　一人っ子はそれ丈で病気であるなどといわれながら、

何故一人っ子家庭が増えていくのか、又｝：湊当讐7委っ

子は問題をもつ存在であるのか、を知るごとカぐ罪常に

輿要蓼モ。とてあ、り、や聖致得ず、なって、しまった一人っ

子を育でζ卜教育するための手がかりを得ることが必要で

あると考える。

　，我々は、今回の研究しこおいて、心身発達や性格形成の

上で最も問題だ発生しやすいといわ塾る一人？子につい
て、発達の実憩を明ぢかにすると共比、背景となづてい

目　的

第1．表出生願位烈出生の年次推移ざ再分率》

認瞬鋼尉麟罐1購聯
箏．1譲児　　　　　　　　　　　　　　　　　46．750，9　　　　　　　　　　　　46．5　　　　　　　　　　　　　　46．9　　　　　　　　　　43．6　　　　　27，　32．5
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　　ご■万人、　　　　　　　F　　　P』．　　・一　1ノ入

る現在の家庭環境や筒親の生活史、育児態度などにっい

て調査し、一入っ子の問題を医学的心理学的な面から、明

らかにしホう｝と試みた。、　ン、

　　　　　　　　　　　　　　　　　H』研　究

，調査対象は｛，愛育病院で出生し意健康指導を受け麗ケ

｛スから、昭和33年7‘月．1．日より38年10月、謙でに生れた

児騰、’43年12月現在で満4才か！ら監i9才の』人う子の母親

に質問紙を送付144名がら回答を得た。伺時にコソト戸

方法
・芦 渉どじそ、同時点年令の1賑大6子でない第P1子の母親

による・108■名分の回答を得た評（第’2表）　．

　対象児の背蹴とな偽た保健指導部来部児の概要を要約

すると、東京都の中流家庭で、生活意識「も高・徽1家業は
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第2表　調査対象児

4　才
5　才
6　才
7　才
8　才
9　才

計

一人っ子群、

35名

37

24

L9

18’

u

．L44

対照群
互9名

20

22

20

20

7

LO8

俸給生活者が80％をしめる。両親共に・義務教育のみの

ものは4％で、父親の大学卒は83％におよび、保育者た

る母親も、その65％が大学又は短大卒である。地下鉄日

比谷線の開通に伴い・神奈川・埼玉県からも一時間前後で

　こられるようになり、居住地は広範になったが、団地居

導聯多く嘆活上は欝触鰍及び環駄あるとい
』えるピ健診は、生后1年間は1～1，5ヵ月に1回の当院

保建指導部の指導をうけ、その後も知能検査を含め3～

　4カ月に1回の指導で比較的濃厚な管理指導をうけてい

るといえよう。

　質問紙の内容は、下記に示す項目η・らなっている。

　　1）家族構成

　　2）家屋

　　3）月収

　　4）　両親の生活史

　　5）　両親の結婚年令、動機、妊娠出産についての印

　　　象
6）　子供の発育状況、問題の有無

7）　親の育児態度

8）一人っ子にしている理由

9）一人っ子の親の意識調査

盃結 果

　（1）一人っ子の背景としての家庭環境につい

　　　て
　1）家族構成・特に同屠人を中心に、（第3表）

　いわゆる核家族は一人っ子群144名中113名78，5％・

対照群108名中63名58．4％で一人っ子群に多かった。

逆に一人っ子群のうち2L5％に祖父駄その他の同居人

があり、対照群には4L7％に固居人を認め、対照群の方

に世帯メソバーの多レ｛ことは黙として・メンバーの内

容も・多様性を示しており・対照群の人間関係の上での

豊雷な経験を懇像することができ郡　、、

第4衷家屋形態

対照群
実数163い4111L3い11．i5
％麟氏・匝gll乞刺③9！置亀9

第3表く同皆人について 第5表家屋構遭

1二＼1剰司1祖父i副その巽
1一人つ子群実数い131鋭い323聖6
　　　　（％）1（78・5）1（2L5）ll（4監・9）（74・2）（5L6）

　　　　　　1　　　ト対照群搬1）1♂1）（磁1）、伽ll）

※　叔父母　いとこ　使用人など

＼厩齊爾・塗癒酎
一人つ1蜘421331d31
±群隊E爽掴訓
対照群実数！3皇12聖152131

0 烈

「olα71
1　　1

亙1一■1

％睡7い駐4睡212・81αgi α

　2）家屋構造（第4、　5、　6表）

現在居住し生活している場としての家屋の形態・繊造

広さについてみると、形態は両群とも独立家屋が7割前

後・アバートが約3割で差はみとめられず・構造に関し

ても差はみられなかった。，広さについてのみ・一人っ子

群の部屋数が、対照群にくらべて少ない傾向にあり、7

部屋以上のものにいたっては一人っ子群5．6％に対し・

対照群21．3％というのは、家族構成の規模にもよるもの

と思われた。1～2部屋は一人っ子群に20．8％、対照群

13．0％で、一人っ子群にやや多い。
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第6表部屋数 第7表月　　収

＼脇轟灘・・ん
一人っ子群

実数13。173261
61

7

％匝8国71釧 凱61
4．9

対　照群
突数　Mi48い71

231
6

［％1師いよ71 21．31
5．6

　　　　　　5万円5～10万LO万円N．A，
　　　　　　未満　　円　以上

　　　　実数　　め　　105　　28　　　1
一人っ子群

　　　　（％）（6・9）（72・脅）、（｝9・、4）・（似7）

’
対
照
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1）周蕩匿
3）月収（第7表）

税込の平均月収をたずねたものだが、質間の性質上、

正確ではな唾と思われる炉、参考に集計した。

両群に大きな差はなかった。

　4）両親の年令（第8表）　・・

表にみる如く、両親の年令は」人っ子群と対照群の間

に大きな差はないが、両窺とも1こ1語痘擁筋礪

がに高くなっている。一人咳子群のうち母緯が41才以上

のものは必らずしも子供の年令が高い訳ではなく、4才

5才のものが8名あった。

　5）両親の最終学歴『（第σ表）

・両親の最終学歴1ま・一人ら子群と対照群に犬きな差は

認められないが、’父親に関しぐ大学卒以上が山人ち子群

98名68％、対照群89名82．4％高卒以下が一大ら子群29名

20．2％、対照群12名i111％と“働・に対照群に源傾向

をみたが、統計的な有意差はみとめら短な露㌔’・

第8表両親の年令・
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第！0表　両親の職業

父 親 E［鍬 親

朝明会社役員陰翻自営剰その盤童・A＝ 有 無

一人つ捌実数い1厨
　　　　　　（％）1（7・6）1（6・9）1

981

（68．O）1

聖31

（9・o）1

9131
（6・3）1（2・1） ！

㌧
（L3・2）1

125

（86．8）

対購豚r聖4171　　　　　1（％）1（L亀・）1（6、5）1

　72　1
（66，6）1

12i

（旧）t

310
（2・き）1（・），

lo　l

（軌3）1

98

（go．7）

　6）両親の職業（第10爽）

　父親の職業は、両群共、同傾向で差韓みられなかっ

た。，母親琴ついて、有職者が一人っ子群に19名13、2％、

対照群10名9、3％と緬計的に有意ではなk・が・やや一人

ク子群に多かった。、

　7）一人っ子にしている理由 （第耳表）

　録親の年令が高いためというものが最も多く32％・次

いでほしくてもできない25％、一人っ子を大～聾に育てた

いため21％・父親の年令が高いため16％・分娩に対する

恐驚5驚・母親の鯉康上の理1贈％・育児以外に生卜陽

を感じるため12％の顧であった。

　これらの数字からは、あまり顕署な夫婦中心的傾向は

みられなかったが、一人っ子を大楽に育てたい、分娩に

対する恐怖などの理由の裂には、自分達の生活を守る事

に対する願望が含まれていると考えられる。

　又、理由は、一つ丈が決定的な要閥になっているので

はなく併記されているものが多いのは百分率の上から容

易に準察される。一gだけをあげている者として多いの

は・　「ほしくてもできない」の延べ数35例中22例の他

特殊な例として「障害児をもった」の1例である。理曲

の一位にあがっている「緻親の年令が高い」にっいて、

単託している者は46例中6例で、40例は多い順に「母親

の健膜上の理由」「分娩に対する恐怖」「母親が育児以外

のことに生甲斐を感じる」「一人っモを大瑚‘琴育てたい」

などの項目と併記していること、理曲の第7位まではそ

れぞれ関連しあっており併記例が多いことがわかった。

経済的問題、住宅事催は、本調査の対象者が比較的恵ま

れた中流生活者が大部分であり、両親の年令が30代以上

が多く一応生活の基礎的安定を得ているものが多いと推

定されるため8、9位となったものと思われるQ

　頑位の上では12位であるが「子どもがきらい」の8例

が、10位の「育児が重荷」　と併記されたのは1例であ

り、「一人っ子を大華に育てたい」「父親の年令が高い」

　『母親の不鰹廉」と併記されたのがそれぞれ2例で、理

山の上では子供を否定的に考えているCaseが必らずし

第11表　一人っ子にしている理由

順位

皇

2
3
4
5
6

7

8
9

10

n

12

皇3

皇4

峯5

L6

理　　　　　由 i延噸百側

阻親の年令が高い

ほしくても串来ない

一人っ子を大那に育てたい

父親め年令が高い　、

分娩に対する恐怖

母親の健康上の理由

母親が育児以外のことに生甲
斐を感じる

経済的な問題

住宅串情

育児が重荷だったから

父親の健康上の理由

子どもがきらい｛塁撚

遺伝上の不安

障害児をもったから

夫婦関係の将来に対する不安

その他

回答なし

　　1　％
46　1　3L．9

3512些，3

30120，8
　　123　1　16、0

22i　L5・3

21　　　L4，6

17

L5

正4

13

9
5
3
4

L

L
L3

LO

11．81

皇0．4

9，7

9，0

6．3

3．5

2，1

2，8

0，7

0．7

9．0

6。9

も育児を拒否しているかどうかは不虜であるので、今後

の検討の対象にする予定である。

　8）両親の生活史

　a　両親の兄弟数及び兄弟順位（第12、13も14表）

　親達自身の兄弟の人数、兄弟順位に関しては第12表の

如く、父母共、一人っ子群、対照群の間に大差なく、人数

に対する感じ方についても、一人っ子群・対照群共に多

くてよかったとするもめが35～45％、少くてよかった、

多くていやだった、は10％内外で両者に差はみられなか

った。

　兄弟数に対する感じ方を、「一人っ子」の両親に限定

して一人しか子供を持たぬことに満足しているのか・不

溝と思うのかと関迩させてみると・第14表に示すように

父鳳共に自分の兄弟が「多くていやだった」「少くてよ
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第12表　両親の兄弟数及び順位

刈畏 子1中間ド子隊 子l　N・A・

父’親

母親

　　　　　実数
r人つ癬（％）

　6

（4．2）

　42
（29，2）

　59
（4璽．Q〉

　36
（25，0）

　1

（O，7）

　　　　　実数
対照群
　　　　　（％）

　8　1

（7．4）

　39
（36，L）

　39
（36，1）

　L9
’（17，6）』

　弓

（2．8）

　　　　　実数
』一人っ子群

　　　　　（％）

　8　』

「（5，6）

　34
（23．6）

　65
（45．1）

　き5．

（24，3）

　2

（L，4）

　　　　　実数
対照群
　　　　　（％）

　7
ぐ6二5）

　『2i

（19ミ4）

　54，
．晦・）

　24
≦β2・2）

　2

（1，9）．

て第畷摘纐勢購燗瞳劇亨㈹
多くてよ
かづた

多くてい
・やだった

螂て，・少な≧訟
よかった　　やだった その他　N，’A二

竺親

　ろ一ご

母親

一人っ乎群
実数　　511

ヒ％）1（3臥4）、・
　17
「くu♂8）

　隻パ

、（7・6》

「皇ズ

qL弓）・

　4盆、

（29・2）、

コ6

（タ，2）

　　　　実数
対照群　　　　（％）

　、4＄、　　　9
（44，4）　（き．3）

　8　［

1ズ4）

　辻2．恥

（1191）1

　25
（2言12）『

　一6　・

（5・9）

　　　　実数1
一人っ子群
　　　　亡％）

　60　　　　　　7

ζ41’7）　（4．9）

　L5
（LO．4）

　13　、

、（9・o）、・

　4臥　　』4篤

（31、3）　　く2・8）

　　　　案数、
対照群
　　　　（％）

　49　　　　　6．

（45・4）、　（5・6）

　8

（7・総）、 q4・8≧，

　覧28』

＼（25・9）

　｝一
’（・、夘』、r

第14表　両親自身の兄弟に関す資感じ方　（2）

，r父． 親 母 親
，

一人っ子に
満足　56「

1一人ρ子に

不沸、75
回答無13 i藩食鷲i輪？子亮 回答，無亘3、監

多く・でよカゴしうた＝ 　22魚9，4） 　25』
（
33．41 　2

（16．7）
　21
（37，5）

　35
（46，7）

　■3
（2占．o）’

多くてしくやだった

．沙蟹・て却った

　LL
（19．6）

　5、
（6．7）

　1
（8．3）

　3
［
（

5．3）
　3
（4，0）’

9
1 5 ヒ 1 1 1

かった （10．

6
7
）

　　　4

（5．3）

　　　1

（8二3） （i6．

9
1
〉 （5，

4
3
〉

（16。

2
7
） ．

そ の 他
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第15衷　祖父母の健否

　　　　　　　　　　　　　　父

　　　　　　　　　　　祖　　　　父

　　　　　　　　　　　健1否

一人っ子群
実数

（％）

対　照　群
実数

（％）

方

祖 母

健 否

　　　　　　　　　　　祖

　　　　　　　　　　　健

79　　　　65　　　　皇Q7 37

（5在・9）1（45・1）　（74・3）　（25・7）

59　　　　42　　　　86
20

（54，6）　（42，6），（79．6）　（18．5）

方

母

G．1：、爾
否

82

（56．9）

30

（20，8）

63 43 92 14

（58・4）1（39・8）　（85・2）　（i3・0）

かった」　r少なくていやだった」から一人っ子にしてい

るというのではなく、自分の兄弟は「多くてよかった」

が・　「子供は一人っ子で満足」が父母共・約40％を占め

ている。又・自分の兄弟は「多くてよかった」から「子

供も一人っ子では不満」が約45％となっている。

　このこどは・両親自身の兄弟数に対する感じ方のみで

自分の子供の数がきめられるものではないが、かなり影

響されるものであるということがいえるとともに、自分

達は「多くてよかった」が子供は一人でよいという・一

見、矛盾した考えの中に、一人っ子である理由にものべ

た如く、自分達の生活を守ることへの願望があると推定

される。

　b　祖父母の健否（第15表）

　両群共・祖父母の健否は父方・母方を問わず同様の傾

向を示し・祖父の健在は55～58％・祖母の健在は・74～

85％である。

　健在の場合の祖父母の年令が・一人っ子群においてや

や高い傾向をみたが、これが一人っ子になる因子となる

か、今回の調査では例数も少なく推定の資料は得られな

かった。

　死亡の場合、両親がそれぞれ何才の時に祖父母が死亡

したが、が両親の子供の数に対する考え方に影響してい

るか集計はしたが、両群に特に差がなく、影響の有無は

わからなかった。

　c　家庭の雰囲気

　一人っ子群・対照群共・両毅の育ってきた家庭の雰囲

気を「温い」と感じたもの、母親75～79％、父親62～69

％、　「冷い」と感じたもの、母親4～6％、父親4～7

％、どちらともいえないが母親17％、父親20～28％で両

群に差はなかった。

　一岡親が祖父母にどのように育てられたか、溺愛から厳

格を4区分して集計したが、これも両群に差はみられな

かった。

　すなわち一概に両親の家庭の雰囲気で、小児の数が規

定されるとはいいがたいといえよう。

　9）両親の結婚から児の出生まで

　a　結婚の形式（第16表）

　結婚の形式では、一人っ子群で恋愛結婚が77名53，5％

は対照群の46名42．6％にやや優っている。

　恋愛結婚の方に夫婦中心の生活者が多いとすれぱ・こ

の結果の意味づけもその為といえるが・統計的に有意の

差ではないので、他の因子とかみ合わせた上で再検討を

要すると思われる。

第16表　結婚形式

　b結瀞令（第17表）

　両群共、父親25～29才、母親20～拠才が最も多いが、

一人っ子群の場合には・対照群に比し・父親・母親とも

高年令での結婚が多い。

　結婚年令が高いことは、従って出産も比較的腐年令と

なり、「理由」の項の「年令が高いため」と通じるもので

ある。

　c　結婚から第1子出生までの年数（第工8表）

　両群とも般も多いのは結婚後1～2年で・一人っ子群

35．4％、対照群37％である。第二位は対照群の1年以内

30，6％に対し・一人っ子群は5年以上の23，6％で・前項

の結婚年令が、一人っ子群に高い年令が多い傾向の上に、

一人っ子群は第1子出産までの年数も長いという事実か

ら・一人っ子である理由の一位が・「母親の年令が高いJ

であることがうなづけよう。
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第17表　結婚年令

19才以下　20～24才　25～29才　30～34才　35才以上　N，A．

父　親

母親、

　　　　　実数　　　0　　　　9
一人っ子群
　　　　　（％）　　（o）　　（6，3）

76

（52．7）

43

（29．9）

L5

（10．4） （0㌧7）

　　　　　実数　　　0　　　　6
対照群i（％）（・）（臥6）

69

（63．9）

29

（26．7）

3

（2．8） （0．9）

　　　　　実数　　　0　　　　62
一人っ子群
　　　　　（％）　　（0）　　（43．0）

60

（4L．7）

2更

（皇4．6） 、（Q．7）

O

（0）・

　　　　　実数’　　　　　　56
対　照群
　　　　　（％）　ぐ0，9）　（5夏・9〉

46

（42．6）

4
，

（3．7）

Q
O （O．9）

第18表一結婚から第1子出産までの年数』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　1年以内　　1知2年　　2尋3年
　　　　　　　1

3～4年 4～5年　　5年以上　　N．A．

　　　　　，実数　　、、16　　　51・　　20
一人5子群
　　　　　（％）　（ゴ1．L）　』（35，4）　　（皇3，8）

夏3

、（9．o）

9

（6，．3）

34

（23．6） （O．7）、

対照群
実数　　33　　　4Q　　　L6
（％）　（30，6）　　（37．0）　　（皇4．8）

7

（6．5）

』3・

（2二8）

7

く6．5）

2’

（皇、2）・

第19表死♂流産の経験

　　　　　　　　　　　死　　　　　　L産

　　　　　　　　　　無ト・叫2回

流 産

無い回12酬3回陶肚
　　　　　　笑数　．138、　　5
一人っ子群
　　　　　　（％）　ぐ95、7）　（3．5）

60 45 22 L2

（0．7）　（41．7）　、、（3113）　’（15．3）　て8，3）

5

（3．「5）

　d死・流産あ経験P（第19表）

　死産についてはボ両群に差はないが‘流産は竜一人っ

子の母親の方に多くみられ、一人っ子群58．3％、対照群

47．3％であった。一人っ子群の流産経験者84名のうち、

自然流産妹53名63．1％・人工流塵3g名4動5％で自然溌

産の経験溝多く、対照群51名のうち、自然流産23名45．1

％入工流産3工名60．7％で人工流産は対照群に多くみられ

た。

　死流産の経験については、一人っ子の理由の中で、母

親の健康上の理由と分娩に対する恐怖の但し書に多くの

べられていうガで、又統訴五の差ほないが、一つの因子

であろう。

　e　妊娠、出産の状況（第20、、21表）

　妊娠とわかった時の反応4両群に差はな塩父親の9

割はよろこびを示し、母親の8割はうれしいと表現レて

いる・勿論妊娠には破撰れ嘆任感璽欝な
心理を伴うものであるが、受容態度を比較した寮っ菱の

である。

　しかし、妊娠となったときに父親がよろこぱなかった

ものは・一人っ子群に6名4．2％と対照群の1名0，9％よ

りも多くみられた。

　それと比較して、出産の際の卒さということでは、一

呑迂群の「もうζりご川即脇みら匁調鰭で
ぱ13％であった。又、’「その時はこりごりでももう2，3
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第20表　妊娠とわかった時の感じ方

　　　　　　　　　　　　　　父　　　　　　　親

　　　　　　　　　1よろこん琳ろこばなiその副N・A・

母 親

うれしい1いやだ！その他IN，A，

　　　　　　実数
一人っ子群
　　　　　　（％）1

⑱lll、、謁「：簾t 9 22

（6，3）　　　（15．3） （Q，7）

対照群実数195　11
　　　　　　（％）i（88・・）（・・9）1 ・τ丁一丁一一（1・・2）　（・・9）1（73・L）！（5・6），（2・・4）　（・・9〉

第21表　出産時の辛さについて

＼岡茎雛劉紳へ

人」は頑張れると感じたもの、一人っ子群47％対照群

73％で・次子を希望する上の積極的姿勢は対照群に多く

認められた。妊娠分娩時の異常の聡無の関係は今回の調

査では洩れてしまったので、今後の調査にゆずる。

　f　育児の印象

　出産した小児を最初にみた時の印象や、育児を通じて

「楽しい」　「苦しい」印象などは、面群共同様の数字で

あり、一人っ子としての特徴はみら哲なかった。

　9　夫婦関係

　小児の出生の前後で、夫婦関係は多少変るようで、出

生後は、「あまりうまくいかない」が出生前の1／3に減

り、　「うまくいってない」は皆無になっている。この傾

向は・一人っ子と対照群で差はみられなかった。

　10）主たる養育者（第22表）

　爾群共に、母が主たる養育者である揚合が9割を占め

ている。母以外のものが餐育にあたるのは、共働ぎ家庭

の場合で、祖母、父、保育園の順であるが、この点でも

第22表　主たる養育者

圃群での差はなかった。

　（2）一人っ子の身体発育と健康状態について

　1）身体発育

　a　体璽（第2図）

　対照児の身体発育を昭和35年度厚生省値によりクラス

別けを行った。それによれば、一人っ子群の男児大28，3

％、中45，3％、小26．4％、対照群男児、大36．6％、中

39．0％、小24．4％で有意差はない。女児についても、一

人っ子群大37．1％、中34．3％、小28．6％に対し、対照

群・大36．5％・中42．4％・小21．1％で差はみられなかっ

た。

　第2図

大

　　4監名

　・入っ子群
　　70名

　紛　照　僻
　　52名 35．5％ 42．4％ 2i．1％

1＼母副父i祖父購N・A」

1繋：i：i：：i綱

　b身長（第3図）

　身長に関しても一人っ子群・対照群は同様の傾向を示

しており、図の通りである。

　すなわち、男女共に一人っ子群、対照群とも身長大

31．9～40．8％、中28，5～37，5％、小28，1～32。8％で有意

差はなかった。

　第3図

　　　　　　　火　　　　　　　中　　　　　　　小

児鷹
　　32名

　一人っ子詐
　　6‘名

　対　照　群
　　49名
　　　　　　　40．8％ 28，50
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第23表　健康について

、＼、’杢魑 囎嫡雌　　　　　　　慢　性　疾　患
礁断1雌糊礁な、、し恒　州 N． A，

一人つ鰭釧　26
　　　　　（劣）1　（18・圧）

（llll）色1），／⑱島　、色1〉 　13

（9．o）

　　　　　実数　　　　25
対　照　群
　　　　　（％）　　（23．2）
　　　　　　　　　　　　　1

　フ6　　　　　　　　7　　　　　　　　89　　　　　　　14

（7・・4）　　（6・5）i　（82・4）　　ρ3・0）

　5
・隻（4．6）

第24表　体質傾向

、＼＼・麟すし牌穿い 喘息発作 　　　　病気がちで自家中毒　　手がかがる
よく疲れを
　　　　　　N．　A．訴える

一人っ子群
実数　　　65　　　　4 5

（％）　　　　（45．1）　　　　　　（2．8）　　　　　　（3，5）

5

（3，5）　　（o．7）

2・1

（，．4）、

　71

（4935

　　　　』実数　　43　　　0　　　13
対　照群
　　　　　（％）　（39．8）　　（0）　　（夏2．0）

7　　　　　　0

（6．5）　　（o）

0 53

（o）、∫　（49，1）

　すなわち“我が国廼は犬正年間に調査された、1〔一人

っ子み身体発育は優位なものと劣等なものあ両極端承多

い」・との文献3》があるが、我煮の調査ではその傾向はみ

とめられない。このことは、P両群とも、愛育病院保健指

導部に継続来部．したものが対象となづて’おり、造伝的な

素質の他の因子は比較的に差が小さいためではなし，、かと

思われた。・

　2）健康状態（第23表）

　a』健康度：・　亮「＞　l　r　　1ド　　　「』1「1・

　医師の健康診断の結果ではないが、、衷のご・と．き・3段階

のどれにあてはまるか、母親に記λさせた蛮料による

と・一人っ子群の95％対照群の93髪が全く健康・、又は・

大概健康であった。・

　これまでの研究では、健康状態のよくない；とを示す

ものが多いというが4，・我々の対象に関、しては薙嬬みら

れない。

　b　慢性疾患

　慢性疾患の有るものは、一人っ子群5％、対照群13％

無については一人っ子群86％、対照群82％で差購ない。

懸傾向ζ，し～あげられ璽なもの鞭飛，、
　c、体質傾向（鋤4表）・

　体質傾向の各項目について、〔両群比較じたが、一人っ

子群に特別な傾向とい．うものはみられなかづた。精神身

体症状的な自家中撫、一7部の喘息発作なども、一人っ子

群に商いどこ灸か㍉対照群り方琴商い割合でみられたε

　（3）　』人っ子の生活について

　　其）、餐育態度1（第25衷）ド

　　a』力館の時の扱い方・一、

　　第25表㈱く“ゴ勲焼鴻よく熱な・醇の時‘1ふ
　ろに入れるもの、・汁汰っ子群3ql6％、対照群25A9％、ふ

　ろに入れず様子をみるもの・ア人っ子群60・4％・、対照群

一　66，6鬼医者に行くもの、一人っ子群9，7％、、・対照群7過％

　で両群に差はみられなかった。、

　　b　自主性の尊露・，げ，，、

　　一人でできることを最後までやらせるもの・、つい手伝

　ってしまうもの、みてレ）られずどんどん手伝って．しまう

　ものとに分類した。統計的な有意差はないが・・いくらか

　一人っ子群に親が手伝う傾向を感じたよ、

　　C　。しつけの方針の家内一致度にっいて

　　両群に差はないが、，親に協力的であるもの夕よ、・全体の

　約半数で茄ワ・・祖父母や同居者が親を批判・し・・小児の味

　方に立ってしま1う例力鞭両群共に15形前後あることがわ

　かった。

　　d　戸外あそび（第26表y’〉l　l斎聡藻

　　親がつかずに庭や門外に一入であそびに世Lはじめた

、年令を調べた。昨今の交通泰憎から門外徹出せぬとして

　も屋厳内である庭には、健膿のためにも出してやりたい

　ものである・表にみるよう吾こ｝人っ子群で苧謝羅紗

　おくれる傾向がみられ、特に』5才になるまで一人では出

　してもらえなかった者が5名もあったことは、傑健旛導

　を行なう者として残念であっ鳶σ

　　戸外あそびは、友達との屡触のチャソスともなるので
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第25表　養育態度にっいて

　　　　　　　　実数
一人っ子群
　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　実数
対　　照　　群
　　　　　　　　（％）

鼻　カ　ゼの時 一人でできることは　　　祖父母や同居者の協力

甕妻2丈瀞騨畿帯磯1編磁鞭協力
44　　　87

L4 80　　　　　60　　　　　　4　　　　　　7　　　　　22　　　　　68

（30．6）（60．4）　（9，7）（55，5）（4L．7）　（2．8）　（4，9）（L5．3）（47，2）

28　　　72 8　　　66　　　39 7　　　　16　　　61

（25．9）（66，6）　（7．4）（61．聖）（36，L）　（0，9）　（6．5）（亘4．8）（56，5）

第26表　母親がつかずに庭であそばせた年令

＼才台2才司 3才副婆才台
　　　1

　　　　　実数　　　　24　　　　5皇
一人っ子群
　　　　　（％）　　（16．フ）　　（35，4）

44 聖4

（30．6）　　　（9．7）

　　　　　実数　　　　22　　　　61
対照群　　　　　（％）　　（20．4）　　（56，5）

E8 4

（16，7）　　　（3．7）

5才　台　　N．A．

5 6

（3，5）　　　　（4．2）

0 3

（0）　　　（2．8）

欲極的に行なうよう指導しているが、時間としては、両

群共に1日約2～3時間位であったo学童期には却って

1日2時間以内が多くなるが、これほ放課後の戸外あそ

びの時間を示すものと思われる。戸外ですごす時間には

両群に差はみられなかった。

　2）対人関係

　a　家族に対する態度

　一人っ子は・対人関係の上で問題を持ちやすいといわ

れているが・家族の一人々々に対する小児の「従順さ」

「自主性」「親しみ」の程度を、母親はどのように感じ

ているかを調べてみた。

　（イ）祖父母（第27、28衷）

　祖父に対しては・従順であることについて一人っ子群

は、時々反抗的になるもの53．6％、、従順であるもの42，8

％、対照群は逆に、従顧であるもの55．8％、時々反抗的

になるもの37．2％である。自主性に関しても一人っ子

群は、時々依存的であるもの53．6％、自主的であるもの

23．2％に対し、対照糊ま、自主的であるもの53．5％時々

依存的であるものが23．2％であった。すなわち、一人っ

子の祖父に対する態度は、時に反抗することもあり、甘

えることもあるという。いくらか我がままな態度と見受

けられるのに比して、対照群は祖父に従順で、又自主的

であるといえよう。したしみに関する傾向は両群に差は

ない。

　祖母に対しては・両群共・祖父に対する一人っ子群と

同様の傾向を示し、差はなかった。

　＠父（第29表）

　父親に対する態度には、両群に大きな差はみられ・な

い。従順である者と、時々反抗的になるものが半々位あ

り、よくなついていて、時々依存的となる傾向は両群共

全く同じである。

　の母（第30表）

第27表　祖父に対して

2 LO

（3．6）（17．9）

30 陸3 35 正5

（53，6）（23，2）（62，5）（26，8）

6

（聖0．7）

対照群饗％警瞬） 16 8　　　　　生0　　　　　23　　　　　27　　　　　13

（37・2）（2・3）（18・6）（23・2）（53，5）（62・7）、（30・～）

　31
（乞・）i
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第28表　祖母に対して

　　　　　　　　実数　　29
一人っ子群
　　　　　　　　（％）　（37．2）

45　　　　4 23　　　　　37　　　　　L2　　　　■60　　　　　15　　　　　　2

（57，7）　　　（5．1）　　（29．5）　　（47，4）　　（皇5，4）　　（76．9）　　（江9，2）　　　（2．6）

　　　　　　　　実数　　　30
対　　照　　群
　　　　　　　　（％）　（44．1）

34　　　　2 19　　　29

（50，0）　（2．9）（27．9）（42．7）

鱗ll）偽㊦ll，Gl）

第29表　父親に対して

従　　順　　さ一　　　　自　　主　、・性　　　　　し　た　し　み

従順時々酬反抗的依袖時々依存卜自主的懸
　　　　　　　　爽数　　64
一人っ子群
　　　　　　　　（％）　（44．4）

74　　　　2 L8　　　　　8婆　　　　　32　　　　1L7　　　　　22　　　　　　2

（51．4）　（L．4）（E2．5）（58．4）（22．2）（8夏，3）（ゴ5．3）　（重．4）

　　　　　　　　実数　　　56
対　　照　　群
　　　　　　　　（％）　（5止．9）

5真 皇2

（47．2）　　　（O．9）　　（皇真．1）

7隻2378ド26
（65．7〉（2L，3〉（72，3）（2荏．O）

3

（2，8）

第30表　母親に対して

　　　　　　　　　＼7
　　　　　　　　実数
一人っ子群
　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　実数
対　　照　　群
　　　　　　　　（％）

従　　順　　さ 自　主　　的 し　た　し、．み

従～順陣朗殿的館的隊儲姓的凝繍暫通毫系雛
38　　　皇00　　　　5 25　　　　　88　　　　　25　　　　128　　　　　L3

（26，4）（69，3）・（3，5）（夏7．4）（6L，皇〉（17．4）（88．9）〈9．O）（0．7）

24　　　80　　　　4
24

（22．2）　　（74．】）　　　（3．7）　　（22、2）

　41．8・　皇州．77　11
（包7）（74．互）（15．7）1（71洲③2）

　母親に対する態度については、従順さに関しては両群

で差はないが、、自主性に関しては、一人っ子群で、、母親

に依存的工7％、時々依存的61％、自主的17％であるのに

対し、対照群のそれぞれ22％、4％、74％は十分に有意

である。したしみの程度も、噸人づ子群で、，よくなつい

ている89％、，普通9％あまりなっかぬ1％、対照群でそ

れぞれ16％、1171％、，10％は0．1％水準で有意である。

　一人っ子をもつ母親は、母親の側からみても、’子供が

自分に依存的で・，よくなついていると思うている訳で・

この数字が客観的な判定でなく、母親がそう思っでいる

点で、1これまでにもいわれているように一人っ子をもつ

母の目が、絶えずその子にしばりつけになっていること

を示すものと思われる。

　（⇒　その他の家族（第31表）「
1
’
両
親
、
租 父母以外の家族は圃居例数も少ないがガ、傾向

としては、’・祖父に対する態度に似ておU・←人っ子は・

時々反抗的であり、又時々依存的にもなるのに対し、対

照群では従順であるといえよう。

　b　家族以外の人との関係（第32表）

　今回の調査では、両群に差嫉なく、、友達関係で機会が

ないのは別と聾て・友達あそびをきらうものは・・7人っ

子群にもなかった。表にはしなかったが・一人っ子群の

方に年令が8－9才になっ（も特定の友達≧ならあそぶ

という，ものが、対照群より多かったのは、交友関係の未

熟を示すものと軌、ρてもよいのでになかううか6．、

　大人との闘係で転年令を考慮しなければ、㌧両群に大

きな差はないが、一人っ子群に「誰とでもはなせる」が

68％、　「なれている入とならばはなせる」が31．3％で㌧

対照群のそれぞれ58．4％、41．7％に比じ、、大人との関係

づくりを得意とする傾向がうかがえた。一、年令を考慮七た

場合拶r人う子群では襲年令溺大魚く，な蔭に従い‘．じな

れている大人とならば、はなせる」が減少し、1，P「誰史廼
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第31表　叔父・叔母・手伝などに対して

　　　　　　　　実数
一人っ子群
　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　実数
対　　照　　群
　　　　　　　　（％）

従　　順　　さ 自　　主　　性． し　た　し　み

（2L・丘）1（69・6〉
（生3）（3咄56、5）（生3．・）1（82，6）（【7：4）1

（o）1

13　712　9　6　7124r
（52・・）1（23・・）1（8・・）（36・・）（24・・）（皇8・・）1（96・・）．

　0　　　　1

（・）（4・・）1

第32表家族以外の人との関係

　　　　　　　　　　　　友達とのあそび　　大人と
　　　　　　　　誰とでも1特定の友司機会がない1馨誉蓼そびを誉乞でもはな蟄麗ゑ楼資と炉まなせ

　　　　　実数　　聖02　　　33　　　8
一人っ子群
　　　　　（％）　（70，8）　　（22．9）　　（5，6）

0　　　　　　98　　　　　　45

（O）　　（68．O）　　（3L．3）　　（O．7）

対照群隣　74　23　H
　　　　l（％）（68・5）　（2L3〉　（10・2）

0　　　　　63　　　　　45　　　　　　0

（O）　　（58．4）　　（41。7）　　　（0）

第33表幼稚園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（％） （21．3） （66．6） （6．5） （O、9） （49、1） （25．0） （13．O）

もはなせる」が多くなるのに対し、対照群では、逆に年

令が大きくなるに従い「なれている大人とならばはなせ

る」が増Cてきていた。

　これは、一人っ子群が、大人の中での生活が多いこと

や、母親との結びつきが強く、母親の対人関係などにも

ふみ入った生活をしていることのあらわれと思われる。

　c　幼稚園について（第33衷）

　小児にとって・幼稚園は・家庭からはなれてのはじめ

ての集団生活を行なう場である。一人っ子群を母毅べっ

たりの生活から子供同志の交流の場に、ある程度の規律

を守る生活に、ひき出すことになる◇大人になれ、多分に

大人に依存的である一人っ子や・近所に全く友達のない

小児に対して、我々は保健指導の際に、三年保育を推め

ている。そのためか、入園は、一人っ子群の三年保育30

％、二年保育53％に比べ、対照群でのそれぞれ、21％、

67％は、前者にいくらか三年保育が多いように思われる

が、統計的に有意ではなかった。

　園になれるのに要した期間についても、一人っ子群が

早くなれた感じだボ有意ではなかった。

　3）生活習憐の自立

　一人っ子は、依頼心が強く、自分勝手で、観念的には

大人の中の生活が多く、長いためにおこる知識過剰でい

うことは生意億だが、突行力に欠け、自主性において劣

るということは、これまで広く、そう考えられ実際にも

そういう例が多かった。そしてそれは、，多分に親の養膏

態度によって起こるものとされている。今回の調査対象

児についての養育態度は・前に少し触れたように統計的

な差となる程には、差はなかったのであるが、「その対象

児について生活習慣上の自立が、どうできているか調査

した。

　生活習慣の自立は、小児の特に自主的、独立生活の発

達を示すと共に、親が、小児の発達を阻害することなく
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正しく養育することの指標でもある。

　調査対象の年令が4～9才と比較的低いので、いつで

も一人でできるものをチエックさせた。

図蝉鰍あるの⑳蔚雛蝉1こよ麺観
鱒飛瀕激こお5ナる年令勧通遍率を示斜ので
あるQ　レ、ずぞ乞も生活技術的なものであり、　7才影こなると

一人っ子群、対照群との間に差はみられなくなるが、そ

こまでの過程が・養育態度とのかかわりで問題とされる

べきであると思う。

　a　就眠（第4図）　　　　　　　　　　　1
　就床から就眠までを一人ですごせるようになる年台は

対照群において5才台で津守式を超えて順調でわるが、

一人づ子群で磯6才台でよう’やで80％rそれ以後9才に

なっても80％で、津守式にも対照群にも劣っている。

第4図

10

50

奢？かった。某、画雛とも、8鋼9才で、へかえって、一人

ででき卑者が増してレ・うのは、理解しがたい現象であ

る。又、両群とも津守式に劣る吸は、指導側とレて厚省

させられた。

　c　前あきの服のボタソかけ（第6図）

　前あきのボタンかけは、両群とも5才台で津守式をこ

え・go％以警卿のぢ．て坪葉漂準
　小児の興味と、しなけれ昏鯵5駕い回数の少iない点

で、丁度うまくいったものと恵われる。’、x　　l

第6図

％
100

50

0

前あ憲あボタジかけ

4　　5　　6　　7　　8　　9オ’

0
4　　5　　6　　7　　8　　91
才

　d　洗顔（第7図）

て欝簾繍繋守式饗た発轡し

第7図

　b食晦（第5図）

　食蛮の自立は、一人っ予群は明らかに遅れており、6

才台になっても約半数はたべさせてもらっている・こ‘と於

第5図

％
100

50

随／躯影X糊
沸、x2く　　　　纐

沙くン＼、噂

％
100

50

0

一人で洗顔する』　　　　　ン

4　　5　　6　　7　　8　　9
才

一人でたぺられる

01

　　4　　5　　6　　7　　8　　9
　　才

　e　歯みがき（第8図）、i

瀕桑がきに関しても・両群共・津守式よ幌魍殖自

立できズいる様子が桑与れたd、　、、　ぐ．、

　尚、粛みがきに関する揖導は、、当爆健指範部嬉艶恥額

は灘才の時に食後の歯の衛生に灘レy2豊前後蒜
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ハブラシを用い母親が歯を洗ってやるように、自分でや

りたがる時にはさせるようにと、多少早目に手入れがは

じまることになっていることを附記する。

第8図

％

旦00

50

　　x－xx／

第10図

0

％

100

50

一人で歯をみがく

0

4　　5　　6　　7　　8・　9
才

・一人っ子

対照クー　津守式
　×

・一人で描尿できる

　f　ズボソ、バソツはき（第9図）

　津守式の通過率が不明であるが、一人っ子群、対照群

とも、4～5才で自立できていた。前あきボタソかけと

共に・着衣習慣の自立は両群での差はないといえよう。

第1！図

％
100

4　　5　　6　　7　　8　　9
オ’

第9図

％

亘00

50

4　　5　　6　　7　　8　　9
オ’　　　　　　　　　　　　　　”’

　9拶卜尿（第10図）

　排尿の自立も両群での差はなく、津守式を少し上まわ

る通過率を示した。4努をこえれば100％は当然といえ

ば当然であるが、両群とも8才で自立していない者があ

るのは理由不明である。

　h　排便のあと仕宋（第11図）1

　排便時のあと仕末について、一人っ子群の4才台では

自立できているのは、僅か40％で、対照群同年令の63％に

比し、2％水準そ有意で、明らかに劣ることがわかった。

　i・入浴（第12図）

50

第12図

0

％

10D

5①

0

4　　　5　　、6　　7　　8　　9
才

ゼ

　　　　x津守式
　　、／

／対照
一人っ了・

一・人で入浴できる

4　　　5
才

6　　7　　　8　　9
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第13図

％

100

50

　　〇一
　　　　　4、　　5　　　6　　、7　　　8　　　9．
　　　　　オ’

　入浴に関しての津守式の要求水準は、親が一緒に入っ

て洗いなおしても、と起かく自分の身体を石けんをつけ

て洗えばよいという程度の通渾率であるが、我々の7ソ

ヶ一トでは・囎独らべ轡つで鮨人でできるごと

に丸印をつけ斉せたので、要求本準の屏釈がボラバマ、に

な？僻じが綿欝式ど砒較糊難4なうた・、
　それにしても・篇人っ子群は・桝照群にやや劣ってお

り・親慨って廟て「しまうのが当ゆ醜筋隠繍

様が容易に推察される。

　・j　登園、・登校の準備（第13図）．

　普通、幼稚園には二年保育なら4才台で入園するの

球、いつ頃から一人で支度が出来るようになったか、又

は一人でさせるようにしたかを調べた。

　津守式には、同様の質問がないので、対象児を一人っ

子群と対照群で比較した。対照群において4才台から5

才台にかけて、自立は急激に進むが、一人っ子群では小

学校入学前後まで何らかの手助けを受けていることがわ

かり、6才台に関しては1％水準で有意の差を示じてい

る。

　（4）一人っ子の親の意識について

】V　結

　一人っ子の問題を医学的、心理学的、両面から考察す

ることを目的に、現在の家庭環愛や両親の生活史、育児

態度、身体発育、対人関係、生活習慣の自立など調査し

た。

　対象は、愛育病院で出生し、保健指導を受けた小児の

中で、4才から9才の一人っ子をもつ母親に質問紙を送

り、144名の回答を得たので、分析し報告した。

　1）一人っ子にしている理由は、一つだけが理由にな

　一人っ子を育てている親に、フ塑一アソサーで心境を

のべてもらった。今回の調査における一人づ子群の総数

は144名であるが・現在一人っ子であることで満足して

いるものは56名39劣、満足していないもの75名、52％、

解答なし13名、　9％であった。

　1）一人っ子廼満足じている群について1

　やはりフリーに回答をもとめたのであるが・一般に一

人っ子は好ましくないといわれているがその那についで

どう感じているかを問うてみた伊

・回答を数字にまとめることはできなかったが、ほとん

どのものが・過保護をさけ自主性を噂重し、、一人っ子の

良い面をのばして行きたいという積極的な意見をのべて

いる。又・一人ち子即間題児ときめつけるのはおがし

い、好ましくないものにしているのは周囲の責任で、．問

題児扱いをしすぎる、という意見から、全部が全部にい

くじのない我がままな子になるとは思わないが、育てに

くい子と嫉感じる、とか｛』応満足とい、うよりあきらめ

ているがどうしてもわがままになりやすく二人以上の方

力くよいと思う、・「とレ・う意見まで、　等馬アソスは、大分ち

がう。・しかし・、いずれも・な？てしまうた一人っ子に対

して些墨欠点が出ないように育児しいその線に娑って育

って来たと、親レま思って㌧、るよう，であったざ

　2）一人っ子に満足していない群について、・

　満足群と同じ質間に回答をしてもらったのであるが、’，・

回答の内容は満足群と大差なく、異なる点は、「厳しく

自主性を尊重して育てたっもりだが、っい甘やかしてし

まい、わがままでたくましさにかけた子』になっている

ようだと認めているものが多かった。「だから・そうなら

ぬように努めることは出来るはずだから、具体的には、

親の監督圏外に、交友範囲を広げ、経験を豊蜜にしてか

たよりのない人間になってほしい」とのべている。

　いずれにしても・「現在の所・仕方がないので・早く

幼稚園など集団生活に参加させて自主性をもたせるべく

注意したい」とかなり意識は高いことが判った。

論

ることは少ないが、記載の多い1頃に、母親の年令が高い

32％、欲しくても出来ない24％、一人っ子を大蛮に育て

たい21％、など表面的にはあまり夫婦中心主義的傾向は

みられない。一方、分娩に対する恐怖や育児以外に生き

甲斐を感じるというものも少なくなく・潜在的にはかな

り強く自分達の奪活を守ることに生活の重点をおいてい

る様子力ζうカ、がわれる。

　2）親達の原家族における生活では、兄弟数が多くて

一83一



日本総合愛育研究所紀要 第5集

よかったとするものが35～40％・少なくてよかったとす

るもの8～10％、親自身が一人っ子であるものは父親の

4％、、母親の6％である。

　3）r人っ子の両親の結婚は、高年令になっての結婚

が多く、結婚から出産までの年数も長いものが多い。結

婚後5年以上たっての出産が24％もみられたg

　4）流産経験は多く、一人っ子をもっ母の58％にあた

る。（対照群47％）

　5）妊娠に関しては、父親の9割はよろこび、母親の

8割はうれしいと感じているが、出産はこりごりと表現

したものが・ 一人っ子の母の30％にみられた。（対照群

13％）

　6）一人っ子の身体発育は・35年度厚生雀随に比較し

て、，特に劣るところはなかった。

　7）健康状態は良好で、慢性疾患や疾病傾向にも特徴

とすべきものはない。

　8）育児態度では、年長になってからの過保護傾向が

みられる。

　9）対人関係で、母親との結びつきが強く、母親に対

して非常に依存的であり、強い親和感を示している。

　友人関係や大人との関係では特に差はみられず、幼稚

園にも比較的スムーズになれているようである。

　10）生活習恨の宿立は、7才までの段階で、兄弟のあ

る小児にくらべ、かなりのおくれがみられる。

　特におくれているのは就眠、食拳、排便のあと始宋、

入浴、登園・登校の準備であった。

　11）一人っ子を持つ母親の、一人っ子に対する意見と

しては、現在の状聾で満足とするもの39％・不満足とす

るもの52％であるσ両者共、魎保護をさけ、自主性を尊

霞するために早く集団の中に出したいと桜極的である

が、満足群は、思う方向に育った群で、不満群はつい↑1’

やかしてしまったことを認める群であるようだ。

　以上が今回の調査結果であるが・今回の調査は対象数

も少なく、地域階層も限られたものであるので、今後更

に対象を拡げ、コソトロール群の厳正抽出を行ないなが

ら・ケーススタディを含めてより深く母親の心理にもふ

れた研究を行ない、一人っ子のもっ特徴を明らかにして

いく所存である。
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羽室他＝小児の同胞数に関する研究』

嚇鱒鱒瀬e購鱒嘆畦鱒h？鱒噸
　　　　　　　　　　“Anr　Only：Child”・1・、∵．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊pt・章刀，奮嚇9耳響・，，，㌧、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、1，㍗卿g§脇、麹轡sh囎、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．，デ、魯鰹呼鱒，、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊鱒、喚aw％、、，．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，，，蕩、弊P、Xu贈，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，鉾P飼，γ・，，騎鰍i，鰺鯉sわi，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漫、幽魅筆騨鰹，、，

　、、・FQrl　the－purpose　Qf　studying・燃e　prob夏em；o虚♂an　onLy　chi里d’∋bo専h　from　t紅e　p聡ys玉cε山a皿d㌧psyc駈or

logical　poi虻s　of，view，we　investigat鱒£he．presentドfami1酔drcu孤St…mces，，、1玉fe，h貢stQry＝of・parent＄ダ

att亘tude　tQward　ul）bring互ng　of　換ch正1d，child》s　physica互growth，，斡rsonaレ，relation，・aud－independence

of　daily　販fe　habits，

　　The　subjects；we　sent　a　questionnaire　to　each　mother　hav五ng　an　on亘y　chi正d，　rang亘ng　in　訊ge

from4years　old　through　g　years　o旦d，whQ　were　picked　up　frQm　amo旦g　the　children　bQm亘n　Aiiku

HospitaI　and　brougbt　fQr　health　guidance　in　the　same　hospitaL　We　studled　and　anaiyzed144ans・

wers　that　were　returned．

　　The　Find互ngs＝

　’1）ThereasQnf・rhaving加・nlychil♂》isnQtlimitedt・」ust。nereas。瓜Thereas・nsin

orderofむ血en賦肋ermσsロ｛stedare；because職o之heτgeεsolder－32落，thoughmotherwantsanotぬer

chi旦d，she　doesn’t　conceive－24％，wants　to　bnng　upぬer　only　chi互d　with恥uch　care－21％，Superfic貢aily

no　co賦P且e・centered　tendency　is　seen，but　there　are　some　mQthers　who　have　fear　of　de1負very　and

who　feel　it　woτth　living　to　do　something　other　than　nursing　a　ch貢ld、　Lεしtently，the　parents　seem

tb里ay　mucぬemphas隆s　on　holding　to　their　own　lives，

　　2）　As　for　the　sib且ings　Qf　the　parentsレ35～40％of　the　parents　state　that　they　thought　it　f互ne　to

have　many　siblings，8～10弩of　the　pare鳳ts　state　they　thQught　it　goQd　to　have　a　few　s亘blings、4％of

the　fathers＆nd6％of　the　mothers　themseLves　are“the　on且y　chi亘dp♪，

　　3）　Many　parents　of“the　only　ch亘且d”mar蹟ed　at　ratゑer　older　ages，many　had　their　chUd　！Qng

after　their　marriage，and24％of　the　couples　had　their　child　after　the　lapse　of　more　than　five　years、

　　4）　It　is　found58％Qf　the　mothers　of“the　o陰1y　ch互ld”have　experiencedεしbortion（cQntro畳group

47％），

　　5）　90％of　the　fathers　and80％of　the　覧nothers　were　g里ad　of　the　p【egnaucy，30％of　the　mot夏1・

ers　of“the　on夏y　childp，expressed　t賑ey　had　e鳳ough　of　giv萱ng　a　birth　of　a・chi夏d（contro五group13％）

　　6）　P血ysical　growth　Qf“the　only　childP∫is　not　speciany　inferior　comp孕ring　with　the　growth

value　repQrted　by　Miulstry　of　Health　and　Welfare　ln1960．

　　7）　Health　conditio旦of・‘t血e　oniy　c血i疋♂♪is　good，no　Particu置ar　chτoロic　ai丑nlen亡　nor　diseasc　tc置置（1－

ency　is　found．

　　8）　Among　the　att重tudes　toward　upbringing　the　ch五里d，such　facしis　seen　that　tぬe口arents　tend

too▽erprot㏄εtheまrchildwぬenhege亡solder．

　　9）　In　personal　reEat正Q亘，“the　only　chi亘d”dosely　ties　to　his　mother，　very　de匹）endent　upqn　her，
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showing　the　fee旦ing　of　strong　affin正ty，No　difference　is　seen　in　the　rei段t貢on　to　the　company　and　to

Qtheradulta』The・nlyc喚亘1¢’seemstqgetuSedtgthekin醜aロenf執irlysm・・th夏y・

　　10）　“The　only　ch正Ld”s血ows　fairly　slow　progress　in　the　independence　of　da亘ly夏ife　habits　up　to

the　stage　of7yeaτs　o夏d　comparing　with　the　childrenl　havi血g　some　sib旦貢ngs．　Part貢cularly，they　lag

behaind　i陰such　habits　as　going　to　s皇eep，taking　mea且s，clean正ng　after　evacuation，taking　a　bath，and

preparing　for　going　tQ　kindergarten　or　schoo1．

　　11）　As　to　the　opinion　of　the　mothers　hav隻ng“the　only　chi亘d”toward　their　only　child，39％　of

the　mothers　are　satisfied　with　the　prese皿t　states，while52鬼are　to　the　contrary，　The　mothers　of

both　sat正sfied　and　unsat亘sfied　groups　show　positive　attitudes　tQward　their　child，wishing　to　make

himminglewith「agr・up・f。therchildrenatanearly・pRQrtunityin。貰dern。ttQ憶・verpr・tective

andrespecttheirchi【d’sindep色ndence．ltapPearsthatthem・thers・fthe陥UsfiedgrQupseethelr

child　grow貢ng　up　in　the　direction　they　hope，and　t血ose　of　the　unsatisf正ed　group駄dmit　they　have

unintent亘onallyspoiledtheirch亘1d，

　　Since　the　subJects　fQr　th正s　study　are　small　in　number　and　the　area　a杁d　social　strata　are　limited，

we　are　going　further　to　w貢den　the　scope　of　the　sublects，extract　the　co皿trol　group　impartia旦ly，even

go　deep玉ntQ　t駄e　psychology　of　the　mDtheてs　including　case　studles　so　that　we　may　clar廷y　more　of

thecharacteristicsof‘5anon且ychUd”，
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